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社
会
教
育
活
動
の
拠
占
に

宇
治
市
広
野
公
民
館
が
五
月
十
七
日
に
開
館
し
ま
す
。
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
は
待
望
の
オ
ー
プ
ン
。
老
朽
化
し
た
広
野
公
民
分
館
を
廃

止
し
、
新
た
に
地
区
公
民
館
と
し
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。
社
会
教
育
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
野
公
民
館
の
開
館
に
よ
っ
て
、
幡
公
民
館
に
続
き
四
館
目
。
中
央

地
区
公
民
館
は
宇
治
・
小
倉
。
・
木

一

公
民
館
も
含
め
て
、
昭
和
五
十
年

▲住民活動のセンタニに（広野公民館）

に
策
定
し
建
設
を
進
め
て
き
た
本

市
の
公
民
館
網
整
備
・
充
実
計
画

は
一
定
達
成
し
ま
す
。

施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建
て
。
延
べ
床
面
積
は

約
六
百
十
平
方
μ
で
、
建
設
費
は

総
額
約
三
億
四
千
八
百
万
円

一
階
に
は
二
百
人
収
容
の
会
議

室
、
練
習
室
、
保
育
室
、
事
務
室

な
ど
、
二
階
に
は
料
理
実
習
な
ど

広野公民館「尹詐

に
も
利
用
出
来
る
学
習
室
、
図
書

や
資
料
を
そ
ろ
え
た
。
図
書
室
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

各
室
は
、
学
習
や
集
会
な
ど
多

目
的
に
利
用
出
来
る
外
、
学
習
に

参
加
す
る
婦
人
の
た
め
に
幼
児
の

保
育
も
出
来
ま
す
。
、
ま
た
、
車
い

す
で
も
出
入
匯
が
出
来
る
ぶ
つ
玄

関
前
の
ス
ロ
ー
プ
や
、
自
動
ド
ア
、
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身
障
者
ト
イ
レ
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

を
備
え
、
身
障
者
や
お
年
寄
り
な

ど
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ふ
つ
、

配
慮
し
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を

高
め
る
た
め
の
学
習
を
進
め
、

地
域
の
文
化
を
守
り
伝
承
し
、
育

て
て
い
く
場
で
す
。
更
に
、
市
民

相
互
の
連
帯
を
深
め
、
社
会
教
育

を
進
め
る
場
で
す
。

広
野
公
民
館
で
も
、
地
域
の
皆

両面聶珂

2
階

さ
ん
の
生
活
に
根
ざ
し
た
課
題
に

取
り
組
む
と
共
に
、
住
民
の
自
主

的
活
動
の
場
と
し
て
、
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
く
た
め
努
力
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

使
用
の
お
申
し
込
み

3
日
前
ま
で
に
申
請
書
で

公
民
館
（
公
民
分
館
か
除
5
時
。
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場

の
利
用
方
法
の
あ
ら
ま
し
は
合
、
午
後
1
0
時
ま
で
延
長
出
来

と
お
ド
で
す
・

些

半
゜

‘
▽
開
館
時
間
・
：
午
前
9
時
～
午
後
▽
休
館
日
・
・
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年

1
摘
み
子
さ
ん
ら
と
新
茶
を
摘
む
池
本
市
長

末
年
始
（
1
2
月
2
8
日
～
1
月
3

日
）
。
な
お
、
中
央
公
民
館
は

月
曜
日
は
休
館
、
日
曜
日
は
開

館
。

▽
使
用
の
申
し
込
み
・
：
使
用
日
の

2
ヵ
月
前
か
ら
3
日
前
ま
で
に
、

「
公
民
館
使
用
許
可
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
使
用

を
希
望
す
る
公
民
館
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
広
野

公
民
館
に
つ
い
て
は
新
設
に
伴

い
、
5
月
1
9
日
囲
か
ら
受
け
付

け
し
缶
す
。
電
話
で
の
申
し
込

み
は
出
来
ま
せ
ん
。

▽
使
用
料
・
：
無
料
。

▽
使
用
出
来
な
い
場
合
・
＝
営
利
を

1
階

伴
う
内
容
の
活
動
、
特
定
の
宗

教
や
政
党
に
利
害
の
あ
る
活
動
、

そ
の
他
公
益
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
活
動
な
ど
で
す
。

○
宇
治
市
中
央
公
民
館
・
：
折
居
台

一
－
一
文
化
セ
ン
タ
ー
内
（
萱

⑩
1
4
1
1
）

○
宇
治
市
宇
治
公
民
館
・
・
・
宇
治
里

尻
七
〒
九
（
ａ
⑥
2
8
0
4
）

○
宇
治
市
木
幡
公
民
館
…
木
幡
内

畑
三
四
－
七
（
容
⑩
8
2
9
0
）

○
宇
治
市
小
倉
公
民
館
…
小
倉
町

寺
内
九
一
（
豊
⑩
4
6
8
7
）

○
宇
治
市
広
野
公
民
館
・
：
広
野
町

寺
山
一
七
（
容
⑥
7
4
5
0
）

八
十
八
夜
が
近
付
い
た
四
月
二

十
五
日
、
新
茶
の
初
摘
み
が
府

茶
業
セ
ン
タ
ー
の
優
良
品
種
茶
園

（
約
三
土
－
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
か
す
り
の
着
物
、

恭
か
ね
だ
す
き
、
あ
ね
さ
ん
か
ぶ

り
の
摘
み
子
さ
ん
ら
二
丈
が
鮮

や
か
な
手
っ
き
で
新
茶
か
摘
み
取

り
ま
し
た
。
池
本
市
長
や
木
下
宇

治
地
方
振
興
局
長
ら
も
参
加
し
て

生
芽
約
百
♂
を
収
穫
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
摘
み
が
昨
年
よ
り

二
日
遅
ぐ
な
り
ま
し
た
が
、
収
量

は
ほ
ぽ
平
年
並
み
の
予
想
。
新
茶

摘
み
は
五
月
中
旬
か
呆
格
化
、

初
夏
の
香
り
を
伝
え
る
宇
治
茶
の

生
産
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

589

5
月
1
9
日
か
ら
開
始

情
報
化
時
代
の
今
日
…
…
だ
れ

で
も
気
軽
に
利
用
出
来
る
と
い
う

電
話
の
特
徴
を
生
か
し
た
新
し
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
、
来
た
る
五
月

十
九
日
か
ら
始
め
ま
す
。
こ
の
新

し
い
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
宇
治

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
、
毎
週
新
し

い
市
政
情
報
を
二
十
四
時
間
い
つ

で
も
サ
ー
ビ
ス
出
来
る
ぷ
フ
に
な

り
ま
す
。
「
宇
治
市
政
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
電
話
番
号
は
2
0
局
0
1
0
0

番
。
一
度
、
ご
家
庭
や
職
場
か
ら
、

都
合
の
良
い
時
間
に
、
ダ
イ
ヤ
ル

を
回
し
て
お
試
し
ぐ
だ
さ
い
。

テレホンサービス

声の広報

宇治市政ダイヤ

ル電話20－0100

宇
治
市
政
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
「
声

の
広
報
」
で
す
。
声
の
広
報
は
、
一

週
間
（
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
）
‐
の

市
の
主
な
行
事
・
催
し
案
内
、
文

化
・
観
光
行
事
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
毎
週
月
曜
日
の
朝
に
、
こ
れ

ら
の
お
知
ら
せ
を
録
音
し
た
テ
ー

プ
を
入
れ
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
週
間
行
事
を
知
る

上
で
便
利
で
す
。

〈
テ
ー
プ
が
聞
け
る
時
間
〉

毎
日
、
い
つ
で
も
二
十
四
時
間

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
・

▼
市
政
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
は

⑩
0
1
0
0
番
の
一
回
線
で
す
。

▼
最
初
に
掛
け
た
人
は
、
カ
セ
″

ト
テ
ー
プ
が
】
回
り
す
る
と
電

話
は
自
動
的
に
切
れ
ま
哭
市

政
ダ
イ
ヤ
ル
の
テ
ー
プ
の
ひ
と

回
り
は
約
二
分
半
で
す
。
も
し
、

他
の
人
が
聞
い
て
い
て
ぶ
話

し
中
”
の
信
号
が
出
ま
し
た
ら
、

し
ば
ら
く
待
っ
て
お
掛
け
直
し

く
だ
さ
い
。
。

ご
注
意
と
ご
協
力

▼
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

は
五
月
十
九
日
囲
午
前
八
時
半

か
ら
で
す
。
た
だ
今
準
備
中
で

あかねだずきで宇治茶の初摘み

4月25日

広野公民館が17

日オープン



1986年（昭和61年）5月11日発行閲宇ｉ台市工改だより第737号

大
勢
の
人
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
か
莉
用
し
て
い
ま
ず
が
、
上

手
に
利
用
出
来
て
い
る
で
し
ょ

シ
か
。
今
回
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
利
用
法
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
ょ
う
。

店
の
選
び
方

店
か
選
ぶ
と
き
は
、
ま
ず
近

所
の
人
や
知
人
に
評
判
を
聞
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
更
に
選
び
方

の
基
準
は
、
近
い
、
料
金
が
手

5月22日から消費生活講座
ＬＤマーク

ご
ろ
、
技
術
が
俸
れ
て
い
る
、
親

切
な
店
な
芦
示
挙
げ
ぴ
れ
ま
す
。

ま
た
目
安
と
な
る
の
が
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組

合
（
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
加
盟
店
）
と

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約

款
登
録
店
（
Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
）

Ｓマーク

で
す
。

こ
の
よ
シ
な
店
は
Ｌ
Ｄ
マ
ー

ク
や
Ｓ
マ
ー
ク
が
利
用
者
の
見

や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
あ
り
、

定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
や
管
理

基
準
に
従
っ
て
い
毒
司
ま
た

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
保
険

に
加
入
し
て
い
る
の
で
、
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
「
グ
リ
ー

つ
破
れ
や
ほ
つ
れ
を
直
し
、
取

れ
そ
シ
な
ボ
タ
ン
は
つ
け
直
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
高
価
な
ボ

タ
ン
や
飾
り
ボ
タ
ン
、
後
染
ボ

タ
ン
は
取
り
は
ず
し
て
お
く
ほ

う
が
安
心
で
す
。

汗
ぶ
の
個
所
は
糸
で
目
印
を

つ
け
て
お
孝
ま
し
ょ
う
。

つ
毛
皮
製
品
や
和
服
な
ど
は
専

取
り
扱
い
は
よ
く
相
談

ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
に
基

づ
き
賠
償
さ
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を出

す
前
に

〇
自
分
で
洗
え
て
仕
上
げ
の
簡

単
な
衣
服
は
、
な
る
べ
く
自
宅

で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ー

』
ン
グ
代
も
ま
と
ま
る
と
大
き

な
金
額
に
な
り
康
司

門
店
に
依
翠
て
る
の
が
一
番
で

す
が
、
た
い
て
い
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
で
は
専
門
店
に
取
り
次

い
で
い
る
の
で
、
確
認
し
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

頼
む
と
き

っ
表
示
や
取
り
扱
い
上
の
注
意

は
、
必
ず
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
食
生
活
や
教
育
・
生
活
環
境
な

ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
複
雑
化
し
て
来
て
い
ま
す
。

心
身
共
に
健
や
か
で
精
神
的
に
自
立
し
た
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
は
、
親
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
消
費
生
活
と
の
か
か

わ
り
の
中
か
ら
考
え
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

影
響
す
る
食
・
住
環
境

今
回
の
消
費
生
活
講
座
は
、
≠

μ
石
た
ち
の
成
長
に
大
き
く
か
か

わ
る
食
生
活
や
、
生
活
環
境
、
ま

ト
熱
心
に
学
習
（
2
月
の
消
費
生
活
講
座
）

消費生活講座の日程表

伝
え
ま
し
ょ
う
。

つ
し
み
の
種
類
や
付
着
後
の
日

数
、
応
急
処
置
の
内
容
な
ど
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。
し
み
抜
き
料

が
別
に
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
出
す
時
に
よ
く
相
談
鴛

っ
対
の
衣
服
や
共
布
の
付
属
品

は
一
緒
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
形
見
な
芦
特
別
な
品
物
は
、

そ
の
こ
と
か
伝
え
ま
し
ょ
う
。

つ
取
次
店
や
巡
回
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
か
莉
用
す
る
時
は
。
注
意
事

項
や
要
望
事
項
な
ど
を
必
ず
工

場
へ
伝
え
る
よ
う

預
か
り
証
に
そ
の
こ
と
を
記
入
’

し
て
も
ら
ｙ
つ
の
が
確
実
な
方
法

で
す
。事

故
防
止
は
確
認
か
ら

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
ま
た
は
取

次
店
に
持
っ
て
行
っ
た
時
、
先

に
述
べ
た
注
意
点
と
、
し
み
や

汚
れ
の
ひ
ど
い
所
、
寸
法
な
ど

お
互
い
に
確
認
し
て
お
き
ま
し

た
家
庭
で
の
教
育
の
在
り
方
な
ど

を
考
え
未
了
。
子
育
て
真
っ
最
中

の
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

▽
日
程
・
内
容
…
左
表

▽
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

正
午

▽
心
一
場
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
（
宇
治
里
尻
7
1
－
9
）

▽
定
員
…
7
0
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料
・
：
無
料

▽
申
し
込
み
・
：
商
工
観
光
課
（
容

⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
か
来
庁

で
。

な
お
、
当
日
は
保
育
室
を
用
意

し
毒
ｙ
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

4 3 2 1 回

6／2（月5／29（＊）5／26｛ｆｉ）5／22困とき

≪ｎ

μ

ド

ぷ

住食］

ヨ

心食と

生体活の

と健の康

かか

わり

バ

ヘーＵ

育費

内

容

奥

訟

§

μ

上野

凭

評

論家

呈

谷あ孚；

講

師

十
分
確
認
し
た
上
で
万
一
事

故
が
起
き
た
時
は
、
遺
裏
謬

に
話
に
Ｘ
写
こ
と
で
す
。
原
因

の
究
明
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、

責
任
の
所
在
が
明
確
で
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

感
情
的
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。
な
お
当
事
者
間
で
解

決
方
法
が
見
い
出
せ
な
い
と
き

は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
・
消

費
生
活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

光化学スモッグ

監視体制始ましる

今
年
も
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
府
と
宇
治
市
で
は
、
既
に
光

▲光化学スモッグに十分な

注意を‥ト＝犬

化
学
ス
モ
ッ
グ
の
監
視
体
制
に
入

っ
て
い
康
司

昨
年
、
市
内
で
は
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
の
注
意
報
が
三
回
発
令
さ
れ

ま
し
た
‥
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
注

意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、

学
校
や
保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
垂
れ
幕
を
掲
げ
て
お
知
ら
せ
す

る
外
、
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
で
も
報

道
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
期
に

か
け
て
は
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

高
く
な
り
や
す
く
、
日
中
、
目
が

チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
の
と
が
痛
く

な
っ
た
時
に
は
、
出
来
る
だ
け
戸

外
へ
出
な
い
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
の
運
行
も
な
る
べ

く
自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

（
環
境
保
全
課
）

本
市
の
公
共
下
水
道
も
い
よ

い
よ
本
年
八
月
、
六
地
蔵
・
木

幡
の
一
部
か
ら
便
用
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
゛
「
供
用
開
節
の

公
示
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま

し
た
。
と
の
公
示
が
あ
れ
ば
、

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
台
所
や
ふ

ろ
場
な
芦
妬
ら
の
汚
水
を
下
水

道
へ
流
し
、
水
洗
便
所
も
使
用

出
来
る
ぷ
つ
に
な
り
未
了
。

第
三
一
条
〕

現
在
使
用
中
の
く
み
取
り
便

所
は
、
公
示
後
三
年
以
内
に
水

洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
〔
下
水
道
法
第

一
一
条
の
3
〕

浄
化
槽
式
便
所
は
、
内
部
は

そ
の
ま
ま
、
外
部
の
浄
化
槽
を

廃
止
し
て
、
直
接
公
共
下
水
道

へ
流
す
ぷ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
か
ら
三
回
の
シ
リ
ー
ズ
〔
下
水
道
法
第
一
〇
条
〕

で
、
下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
浄
化
槽
か
そ
の
ま
ま
使
用
す

手
順
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
る
握
弓
も
、

す
。

排
水
設
備
の
設
置

区
域
内
に
土
地
や
建
物
を
所

有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
人
は
、

供
用
開
始
に
な
れ
ば
出
来
る
だ

下水道排水

設備工事の

手順④

け
早
く
、
台
所
や
ふ
ろ
場
な
ど

か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に

流
す
ぶ
つ
「
排
水
設
備
」
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〔
下
水
道
法
第
一
〇
条
〕

水
洗
便
所
の
新
設
・
改
造

区
域
内
で
家
屋
を
新
築
ま
た

は
増
・
改
築
す
る
場
合
は
、
下
水

道
に
直
結
し
た
水
洗
便
所
と
し

な
廿
れ
ぱ
建
築
確
認
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
〔
建
築
基
準
法

そ
の
排
水
は
下

地域ぐるしみで水洗化工事

水
道
へ
放
流
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
二
重
の
経
費
が
か

か
り
不
経
済
で
す
。

汚
水
、
雨
水
の
分
流

宇
治
市
の
下
水
道
は
、
汚
水

と
雨
水
を
別
々
に
流
す
「
分
流

式
」
で
す
。
雨
水
は
、
溝
や
水

▲東宇治処理場内の中央管理室

路
へ
、
便
所
、
台
所
、
ふ
ろ
場

な
ど
か
ら
の
汚
水
は
、
下
水
道

へ
流
す
ぷ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
宇
治
市
公
共
下
水
道
条
例

第
五
条
ブ

排
水
設
備
工
事
業
者

「
宇
治
市
排
水
設
備
工
事
公
認

業
者
」
で
な
け
れ
ば
歪
横
所

な
ど
の
排
水
設
備
工
事
は
、
出

来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
康
司

必
ず
公
認
業
者
に
申
し
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
市
へ
の
手
続
き

な
ど
は
、
公
認
業
者
が
代
行
し

康
ｙ
。
〔
宇
治
市
公
共
下
水
道

条
例
第
七
条
〕

隣
地
の
受
忍
義
務

地
形
的
に
他
人
の
土
地
や
排

水
設
備
差
茶
一
し
な
け
れ
ば
、

ど
シ
し
て
も
排
水
設
備
の
工
事

が
出
来
な
い
家
屋
が
あ
る
場
合
、

こ
れ
ら
の
隣
接
物
件
の
所
有
者

は
、
こ
の
工
事
が
出
来
な
い
家

屋
の
所
有
者
の
た
め
に
、
一
定

の
条
件
で
物
件
の
使
用
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
〔
下
水
道
法

第
一
一
条
〕

水
洗
化
工
事
の
紛
争

使
用
者
と
家
主
や
地
主
と
の

間
に
話
見
回
か
っ
か
ず
、
水

洗
化
工
事
が
出
来
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
本
来
こ
の
よ
う
な

紛
争
は
、
当
事
者
間
で
話
父
に

っ
て
解
決
す
る
も
の
で
す
が
、

水
洗
便
所
の
設
置
は
法
に
よ
っ

て
義
務
一
つ
け
卵
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
問
題
解

決
の
た
め
公
平
な
立
場
で
あ
っ

せ
ん
を
行
い
ま
す
。

水
洗
化
な
芦
排
水
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
面

だ
け
で
な
く
、
土
地
・
家
屋
な

ど
の
問
題
が
絡
む
こ
と
も
多

く
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
私
た

ち
の
町
の
環
境
を
よ
く
す
る

た
め
に
、
お
互
い
に
助
け
合
っ

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
解
決
を
図

り
、
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
ぐ

よ
ラ
お
願
い
し
ま
す
。（

下
水
道
課
）

590

なくそう迷惑駐車

9
1
1
Ｊ
Ｉ
一
｝
．
’
．
＼
’
、
’
・
Ｃ
Ｎ
ｒ
Ｕ
Ｋ
ｕ
＊
．
Ｗ
－
？
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
利
用
法

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

子育てを考える



宇治公民館

5月23日（金）

から開講

宇
治
公
民
館
が
、
小
学
生
や
中

学
生
の
親
を
対
象
に
家
庭
教
育
学

級
を
開
催
し
毒
ｙ
。
テ
ー
マ
は
、

「
自
分
を
み
つ
め
、
心
豊
か
に
生

き
る
子
ど
も
を
育
て
る
」
－
。

今
、
教
育
の
現
場
で
は
、
非
行

や
暴
力
、
い
に
拓
な
ど
の
教
育
荒

各
種
大
会
が目

白
押
し

六
十
三
年
京
都
国
体
で
は
、

夏
季
に
水
泳
（
競
泳
・
飛
び
込

み
）
、
秋
季
に
サ
″
カ
ー
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
三
競
技
が
本
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

京
都
国
体
を
二
年
後
に
控
え

た
本
年
、
山
梨
国
体
の
予
選
会

と
し
て
の
、
近
畿
地
区
大
会
が

府
内
で
開
か
れ
ま
す
。
本
市
で

＼ 月日（耀） 学習テーマ・ 講師

1 5／23吻
開講式

「こどもの心理」

－いじめや登校拒否から学ぶこと－・

京都府中央児童相談所団士郎さん

2 5／29（木）
健全な家庭とは

一親子関係をふりかえって－

宇冶市青少年対策室指導主事

3 6／6溺
子どもの休について－いま食生活を七える一

京都文教短期大学教授本西キミコさん

4 6／13吻
家庭における性教育

一とくに男ｒ・の性の指導一 日本性教育学会理事今村要道さん

5 6／19（村
子どもたちの生活

一日本、そして外国の子どもたち－ 泉ヶ丘中学校校長中津川敬朗さん

6 6／26困
家庭と学校

一親は何をしたらよいか－

宇治市青少年健全育成協議会会長

笠嶋教瑞さん

7 7／3俐
子どもたちの進路についてともに考えよう京都府山城教育局指導主事

中森勝さん

8 7／10（木）学習のまとめ閉講式 宇治市宇治公民館職貝

家
庭
教
育
学
級
日
程
表

廃
が
進
行
し
、
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
人
間
性
教
育
の
必
要
性
が
叫
。

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
人
生
の
最
初
の
教

師
と
し
て
の
親
の
在
り
方
や
、
子

ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
生
き
る
た

め
の
育
て
方
に
つ
い
て
、
講
師
を

交
え
て
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
講
師
…
右
表

の
と
お
り
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
、
第
4
講
だ
け
午

後
2
時
～
4
時
）
。
▼
定
員
・
・
洵
人

（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
宇
治
公

民
館
（
ａ
⑤
2
8
0
4
）
へ
電
話
か

も
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
四
競
技
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
｀
ま
た
来
年
は
、
京

都
国
体
で
の
本
市
開
催
三
競
技

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、

全
国
規
模
の
大
会
が
次
々
に
開

競技の見方

’
直
接
。
受
け
付
け
は
1
2
日
㈲
か
ら

▼
保
育
…
2
歳
以
上
の
幼
児
1
5
人
。

ご
希
望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
。
お
や
つ
代
一
人
四
百

円
。
（
常
治
公
民
館
）

お
知
ら
廿

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

初
等
講
習
会

▼
と
き
・
：
5
月
1
5
日
俐
か
ら
毎

週
木
曜
日
の
3
ヵ
月
間
。
時
間
は

午
前
1
0
時
～
正
午
と
午
後
7
時
～

－
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
未
了
。

競
技
開
催
時
に
は

温
か
い
声
援
を

京
都
国
体
の
本
番
時
は
も
ち

ろ
ん
、
前
記
大
会
な
ど
ス
ポ
ー

9
時
の
い
ず
れ
か
を
選
択
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
受
講
料
・
：
三

千
円
（
教
材
費
込
み
）
▼
申
し
込
み

…
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
中
村

日
出
男
さ
ん
（
酋
⑩
2
0
4
7
）
へ
。

講
習
会
初
日
に
も
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。
（
社
会
教
育
課
）

1｜茄ｑ；77雲容季

ド：皇認節

ろ5催セ料斗屠み谷理

計牡］：

ツ．後犬営

家きル・洋メ

星風ン野料卜

美／理▼智▼内

子講容さ師Ｅ

んＥソ夏▼料の

定理リ］ミ

3
6
入
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
・
：
千
二

百
円
▼
申
し
込
み
・
：
材
料
費
を
添

え
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ

直
接
。
（
交
通
労
政
課
ご

園
芸
教
室

▼
日
程
・
・
内
容
・
：
5
月
2
2
日
俐

＝
園
芸
植
物
と
山
野
草
、
2
6
日
側

＝
野
生
ラ
ン
と
園
芸
植
物
、
2
9
日

俐
＝
茶
花
と
山
野
草
（
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
）
▼
と

こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
講
師
・
：
園

芸
研
究
家
・
柴
田
明
さ
ん
▼
定

員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
…
電
話
か
は
が
き
で
小
倉
公

民
館
（
干
6
1
1
小
倉
町
寺
内
9
1
・
萱
⑩

4
6
8
7
）
。
へ
。
5
月
1
2
日
囲
か
ら

こ
で
今
回
か
ら
、
本
市
開
催
の

水
泳
（
競
泳
・
飛
び
込
み
）
、
サ

ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ

い
て
、
そ
の
主
要
な
ル
ー
ル
や

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
簡
単
に
ご
紹

介
し
康
司

ル
ー
ル
を
覚
え
て

観
戦
を
楽
し
く

催
さ
れ
毒
1
。

今
後
、
太
陽
が
丘
の
競
泳
・

飛
び
込
み
プ
ー
ル
や
、
西
宇
治

公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
競

技
施
設
が
次
第
に
整
備
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
三
競
技
に
関
す
る

ス
ポ
ー
ツ
行
事
は
、
一
層
盛
ん

ツ
行
事
の
開
催
時
に
は
、
積
極

的
に
参
加
し
て
、
温
か
い
声
援

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
競
技
か
薬
し
く

観
戦
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り

そ
の
競
技
の
内
容
を
よ
く
知
っ

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

水
泳

除
し
水
泳
の
競
技
に
は
、
競
泳
、
飛
び
込
み
、
水
球
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
毒
司
京
都
国
体
で
は
、
本
市
（
太
陽
が
丘
）
歪
呪
泳
と
飛
び
込

市民茶摘みの

集い
ＡＭ10：00～12：00（雨天中止）茶業セレンター内茶園（宇治折居25）

受
け
付
け
。
（
小
倉
公
民
館
）

宇
治
川
魚
釣
り
大
会

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
5
日
間
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
川
一
帯

玉
流
の
滋
賀
県
境
か
ら
下
流
の

隠
元
橋
ま
で
約
1
2
Ｊ
）
▼
参
加
受

付
…
事
前
＝
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
（
5
月
1
1
一
日
か
晨
甘
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）
、
当
日
＝
中
の
島

朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン
ト
内
と
、
京

阪
宇
治
駅
前
（
午
前
5
時
～
8
時
）

▼
参
加
費
…
無
料
▼
魚
の
持
ぢ
込

み
…
中
の
島
朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン

ト
内
（
午
後
1
時
～
2
時
）
▼
魚
種

：
六
エ
、
フ
ナ
、
マ
ジ
カ
そ
の
他
▼

．｜・漕ト

〕

…ＬＬ…．ｊ．．．．．レ…………．

：

…

：

Ｌ

一
1
1
－
‐
1
－
―
－
1
1
1
－
－
－
－
－
1
1
1
1
－
1
1
－
1
1
1
峠

み
が
、
京
都
市
（
鳥
羽
高
校
）
で
。

水
球
が
行
わ
れ
毒
司

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ー
ス
イ

ミ
ン
グ
は
、
都
道
府
県
対
抗
に

よ
る
得
点
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
公
開
種
目
と
し
て
本

市
（
太
陽
が
丘
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

決
回
は
競
泳
に
つ
い
て
、
そ

の
見
方
な
ど
を
説
明
し
未
了
。

（
国
体
準
備
室
）

バ
Ｌ
市
役
所

ば
’
□

至大久保－・

ト

プ
ー
一
ロ

★
参
加
は
無
料
★
新
茶
サ
ー
ビ
ス
、
一
煎
（
せ
ん
）
パ
ッ
ク
の
お
み
ゃ
げ
あ

り
★
白
川
共
同
製
茶
場
（
も
み
茶
）
も
見
学
出
来
ま
す
（
現
地
か
ら
1
・
5
べ

徒
歩
1
5
分
）
★
問
い
合
わ
せ
・
：
農
林
茶
業
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
。

審
査
基
準
・
：
―
尾
の
長
寸
順
（
活

魚
に
限
る
）
、
同
寸
の
場
合
は
審
査

受
け
付
け
順
▼
問
い
合
わ
せ
…
宇

治
観
光
襲
二
寫
7
3
3
4
）

へ
。
ヽ
（
商
工
観
光
課
）

昼
間
里
親
制
度

市
で
は
、
働
い
て
い
た
り
、
病
気

な
ど
の
理
由
で
、
母
親
が
保
育
出

来
な
い
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
「
昼
間
里
親
制
度
」
を
開
設
し
て

い
毒
呪
対
象
は
、
生
後
六
週
間

以
上
三
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
で
、

五
人
の
里
親
（
左
表
の
と
お
り
）

が
、
保
育
所
に
準
じ
た
内
容
で
保

育
を
行
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
・

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
育
課
（
酋

⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
保
育
課
）

昼間里親の住所・氏名一覧

氏名 住所 電話

木嶋常子 木幡御園3－86 32－3659

大村とし子 木幡北山畑30－3 32－0765

楠田富子 五ヶ庄福角35－58 32－3852

野々上宏子 広野町小根尾22－5 22－0109

鈴木典子 広野町束襄2 43－7867

特
設
行
政
相
談
所

五
月
十
百
聞
か
ら
春
季
行
政

相
談
強
調
月
間
か
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
総
務
庁
が
特

設
行
政
相
談
所
を
開
設
。
今
年
度

改
正
さ
れ
た
年
金
制
度
、
ま
た
は

国
や
府
・
市
、
国
鉄
、
公
社
・
公
団

な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
苦
情
、
ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
毒
了
。

▼
と
き
・
：
5
月
1
5
日
俐
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
…
市

民
会
館
―
階
第
3
会
議
室
▼
相
談

内
容
・
：
年
金
、
保
険
、
道
路
、
河
川
、

登
記
、
税
金
、
郵
便
、
交
通
や
交

通
安
全
な
ど
行
政
一
般
▼
相
談
員

・
機
関
・
：
松
本
登
、
増
井
繁
一
、
瀬

田
佐
江
子
（
以
上
行
政
相
談
委
員
）
、

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
、
京
都

行
政
監
察
事
務
所
。

（
広
報
課
）

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

身
体
障
害
者
に
対
す
る
、
国
民

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
が
、

今
年
も
一
〈
月
二
十
日
ま
で
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
重
度
の
身
体
障
害

煮
一
級
・
二
級
）
で
、
同
手
帳
を

お
持
ち
の
満
六
歳
以
上
の
人
に
は
、

一
人
に
付
き
二
十
枚
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、

申
込
書
と
共
に
同
手
帳
を
痔
っ
て

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
郵
便
局

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
代
理
で

も
、
郵
便
に
よ
る
甲
し
込
み
で
も

結
構
で
す
。
申
込
書
は
郵
便
局
ま

た
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
毒
司

詳
し
く
は
、
宇
治
郵
便
局
（
酋
⑩

4
1
1
2
）
へ
。
（
宇
治
郵
便
局
）

赤
十
字
社
資
募
集

五
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
・
社

資
募
集
の
運
動
月
間
で
す
。
日
本

赤
十
字
社
で
は
、
今
年
も
「
全
戸

社
員
加
入
」
を
目
標
に
、
社
員
募

集
運
動
を
実
施
。
赤
十
字
の
事
業

に
は
、
国
際
救
護
活
動
や
献
血
事

業
、
災
害
救
護
な
Ｉ
か
あ
り
、
必
要

な
事
業
資
金
は
、
す
べ
て
皆
さ
ん

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
社
資
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
言
治
）
会
を
通
じ
て
社
資

募
集
の
お
願
い
を
し
ま
子
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
日
本
赤
十
字
社
宇
治
市
地
区
）

巨
ぼ
匪

市
政
だ
よ
り
四
月
二
十
一
日
号

で
お
知
ら
せ
し
た
「
特
集
－
第
二

次
総
合
計
画
」
の
記
事
中
、
人
口
と

年
齢
構
成
の
推
移
を
表
す
グ
ラ
フ

の
説
明
が
「
5
5
年
、
6
0
年
は
国
勢
調

査
」
と
な
っ
て
ぃ
ま
し
た
が
、
同

調
査
に
驀
っ
く
の
は
5
5
年
だ
け
で

す
。
訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

高
齢
者
Ｋ
ポ
ー
ヴ
教
室

▼
と
き
：
’
・
5
月
1
8
日
面
、
午

前
9
時
～
Ｈ
時
▼
と
こ
ろ
…
西

小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
内
容
…

健
康
づ
く
り
体
操
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
▼
対
象
…
高

齢
者
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
串
し

込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼

持
参
品
：
上
靴
。

障
害
者
Ｋ
ポ
ー
ｙ
大
会

▼
と
き
・
：
6
月
1
日
面
、
午

前
9
時
▼
と
こ
ろ
、
木
幡
中
学

校
運
動
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

▼
種
目
・
：
車
い
す
の
ス
ラ
ロ
ー

ム
、
障
害
急
歩
な
ど
障
害
の
程

度
に
応
じ
た
競
技
▼
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
：
5
月
2
0
日
ま

で
に
市
民
体
育
課
へ
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

加
盟
チ
ー
ム
を
募
集

宇
治
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

（
剛
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合

傘
下
）
が
、
加
盟
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

…
5
月
1
7
日
出
ま
で
に
、
分
担

金
千
円
と
入
会
届
を
添
え
て
、

同
襲
煽
事
長
・
加
藤
周
市
さ

ん
夭
久
保
町
旦
椋
5
0
、
府
営

住
宅
2
5
の
2
1
0
・
豊
⑩
2
3
5
1
）

へ
直
接
。
入
会
届
は
、
加
藤
周

市
さ
ん
宅
に
あ
り
ま
す
。

市
営
プ
ー
ル

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▼
勤
務
・
：
7
月
1
2
日
出
～
8

月
3
1
日
㈲
ま
で
、
黄
柴
ま
た
は

西
宇
治
公
園
プ
ー
ル
ｙ
賃
金
・
：

1
時
間
に
つ
き
、
高
校
生
が
五

百
円
、
大
学
生
と
一
般
が
五
百

五
十
円
▼
対
象
・
人
員
・
・
・
高
校

生
男
女
各
1
5
人
、
大
学
生
男
女

二
般
男
子
は
若
干
名
▼
資
格

↓
殺
生
は
2
年
生
以
上
で
学

校
の
許
可
が
必
要
、
大
学
生
男

子
は
水
泳
指
導
の
出
来
る
人
を

望
む
。
な
お
、
期
間
中
は
継
続

し
て
勤
務
出
来
る
こ
と
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
5
月
3
1

日
ま
で
に
黄
葉
公
園
管
理
事
務

所
（
五
ヶ
庄
三
番
割
・
容
⑩
1

9
0
5
）
へ
。
。
申
込
書
は
同
事

務
所
に
あ
り
李
ｙ
。

市
長
杯
卓
球
大
会

▼
と
き
・
：
5
月
2
5
日
㈲
、
午

前
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
中
学

校
烋
晶
▼
種
目
…
団
体
戦
▼

ラ
ン
ク
上
般
男
・
女
子
、
少

年
・
少
女
▼
対
象
・
：
市
民
と

市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
で

構
成
す
る
チ
ー
ム
（
一
団
体
4

～
ａ
人
、
少
年
・
少
女
は
一
団

体
に
付
き
2
チ
ー
ム
以
下
）
▼

参
加
費
さ
チ
ー
ム
）
…
協
会

加
盟
9
千
円
、
一
般
＝
三
千
円
、

中
学
生
＝
五
百
円
▼
申
し
込
み

＝
・
任
意
の
用
紙
に
メ
ン
バ
ー
の

住
所
・
氏
名
、
リ
ー
ダ
ー
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い

て
宇
治
市
体
育
協
会
（
〒
6
1
1
五

ヶ
庄
三
番
割
官
有
地
・
黄
葉
公

園
管
理
事
務
所
内
）
へ
5
月
1
7

日
出
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
。
郵
送
の
場
合
は
必
着
の
こ

と
。
本
年
度
に
卓
球
協
会
へ
加

盟
す
る
チ
ー
ム
は
、
加
盟
申
込

書
と
加
盟
書
か
痔
参
の
こ
と
▼

問
い
合
わ
せ
…
日
産
車
体
内
・

千
賀
桔
司
さ
ん
（
容
⑩
2
3
2

3
｛
Ｔ
5
7
5
｝
へ
。
’

市
長
杯
弓
道
大
会

▼
と
き
…
6
月
2
2
日
㈲
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
槃
自
衛
隊
弓
道
場
▼
競
技

・
・
・
近
的
・
遠
的
の
個
人
戦
▼
ク

ラ
ス
・
：
男
子
初
級
の
部
（
3
段

以
下
）
、
男
子
上
級
の
部
（
4
段

以
占
、
女
子
の
部
▼
参
加
費
・
：

社
会
人
四
百
円
、
学
生
二
百
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：

参
加
費
を
添
え
て
5
月
3
0
日
ま

で
に
西
垣
内
靖
さ
ん
（
広
野
町

一
里
山
2
2
－
1
6
・
豊
＠
0
2
2

7
）
へ
直
接
。

591

育
児
級
業
制
度
普
及
促
進
旬
間
5
月
5
日
～
5
月
1

4
日

家庭教育学級
国体豆

知識

市民体

育のお

知らせ

訂
正
と
お
わ
び

5月18（日）



市
食
生
活
改
善
推
進
員
の
「
若
葉
の
会
Ｌ
を

ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
会
は
、
昭
和
五
十
九

年
度
か
ら
実
施
し
た
栄
養
教
室
の
修
了
生
を

会
員
と
す
る
食
生
活
改
善
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
す
。
現
在
、
六
十
年
度
の
修
了

生
三
十
人
を
加
え
た
六
十
一
人
が
参
加
。
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
生
活
や
健
康
問
題

を
考
え
、
正
し
い
食
生
活
の
普
及
・
向
上
の

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
学
習
会
を
開

く
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

手
作
り
食
品
を
普
及
・
啓
も
う

昨
年
度
「
若
葉
の
会
」
は
、
市

保
健
予
防
事
業
へ
の
協
力
を
中
心

に
活
動
し
て
来
ま
し
た
。

市
内
六
ヵ
所
で
行
っ
て
い
る
血

圧
相
談
で
は
、
減
塩
食
の
試
食
や

作
り
方
、
減
塩
の
工
夫
な
ど
を
説

明
に
拓
同
血
圧
の
予
防
活
動
を
。

離
乳
食
教
室
で
は
、
幼
児
向
き

の
お
や
つ
か
作
り
、
試
食
、
作
り

方
の
説
明
に
加
え
、
子
ど
も
の
お

や
つ
の
在
り
方
の
啓
も
う
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者
健

康
の
集
い
で
も
、
簡
単
な
手
作
り

お
や
つ
の
普
及
活
動
を
し
ま
し
た
。

十
月
十
日
、
太
陽
が
丘
で
開
か

れ
た
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」

で
は
、
一
日
三
十
食
品
か
便
つ
だ

献
立
や
八
十
Ｊ
カ
ロ
リ
ー
の
食
品

量
を
展
示
。
正
し
い
食
生
活
の
在

り
方
の
啓
も
ラ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
外
、
減
塩
梅
干
し
教
室
へ

の
参
加
や
各
地
域
で
の
母
と
子
の

離
乳
食
教
室
、
減
塩
梅
干
し
教
室

な
ど
の
市
の
保
健
予
防
事
業
へ
の

協
力
や
、
自
主
活
動
の
活
発
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

も
お
こ
た
え
し
て
、
ご
希
望
が
あ

れ
ば
食
生
活
改
善
の
学
習
会
や
講

習
会
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
に
出

向
い
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
食
生
活
の

こ
と
は
、
地
域
の
推
進
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ

は
保
健
予
防
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
の
柱

正
し
い
食
生
活

世
の
中
の
仕
組
み
が
複
雑
化
す

る
中
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
で
避

け
ジ
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
私

▲何気なく食べているおやつも成人病
の原因に…．（61年3月、健康フェス

レティバルから）．．

た
ち
の
周
り
に
は
健
康
を
損
な
う

原
因
と
な
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
様
な
中
で
栄
養
面
だ
け

で
な
ぐ
精
神
面
に
も
大
き
く
影
響

す
る
食
生
活
は
、
健
康
づ
く
り
の

大
き
な
柱
と
言
え
ま
す
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
正
し
い

食
生
活
聚
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
栄
養
教
室

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
意
欲

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ

さ
い
。

▼
対
象
・
：
自
ら
推
進
員
と
な
っ

て
地
域
の
食
生
活
改
善
に
意
欲
を

昭和61年度栄養教室の日程表

回 月日 時間
内容

午前 ，午後

1
5／30吻午前10時～正午繋熟 ／

2 6／13午前9時半’～午後3時季節の献立（実習）減塩梅干（選択）食生活の現状と問題点

3
6／30（月）午前10時～午後3時食品と調理（Ｉ）健康づくりの三本柱

4
7／18吻午前10時～午後3時食品と調理（ＩＤ栄養の基礎（Ｉ）

5
8／8倒午前10時～午後3時うす昧調理（実習） 栄養の基礎（ＩＩ）

6
．8／22吻

午前10時～午後3時栄養計算 日常の食生活（Ｉ）

7 9／9（火午前10時～午後3峙食事診断 日常の食生活（ＩＩ）

8
9／25困

午前10時～午後3時うす味調理（実習） 食品衛生（Ｉ）

9
10／319

午前10時～午後3時うす味調理（実習） 食品衛生（ＩＩ）

10 11／11（火）午ｍｉ時～午後3時／ 病態別食生活（Ｉ）

11
11／25㈹

午前ｌＯ時～午後3時献立のたて方 健康づくりと食生活

12
12／2㈹午後ｉ時～午後3時／ 病態別食生活（ＩＩ）

13 12／12（金9午前10時～午後3時正月料（談 年代別食生活（Ｉ）

14
1／23午前10時～午後3時うす昧調理（実習） 年代別食生活（ＩＩ）

15
2／20吻午前10時～午後3時・一八－（臨 組織づくりとすすめ方

16
3／14出午前10時～正午繋熟 ／

持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
動
を
実

践
す
る
熱
意
の
あ
る
婦
人
▼
日
程

と
内
容
・
：
右
表
▼
会
場
・
・
・
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館
、
’

宇
治
保
健
所
▼
募
集
人
数
・
・
・
3
5
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
地
域
別

に
抽
選
）
▼
受
講
料
…
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
5
月
1
9
一
日
囲
～
1
4
日
困

の
間
に
保
健
予
防
課
（
萱
⑩
3
1

4
1
）
へ
電
話
か
来
庁
で
。

開
講
期
間
は
、
五
月
か
息
八
十

二
年
三
月
ま
で
の
間
で
十
六
回
、

約
六
十
時
間
で
す
。
必
須
科
目
の

四
十
時
間
以
上
を
受
講
し
た
人
に

は
、
京
都
府
知
事
の
修
了
証
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
食
生

活
改
善
推
進
員
「
若
葉
の
会
」
に

入
会
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

（
保
健
予
防
課
・
宇
治
保
健
所
）

592

栄
養
教
室
の
第
一
期
生
と
し
て
現
在
「
若
葉
の
今

で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
と
今
年
新
た
に
入
会
さ
れ
た
人

に
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
入
会
さ
れ
た
の
は
左
表
の
皆
さ
ん
で

す
。
相
談
な
ど
お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

食
へ
の
興
味
健
康
作
り
に
役
立
て
て
石
原
利
子
さ
ん

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
食

生
活
改
善
推
進
員
若
葉
の
会
が
発

足
し
て
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ

の
間
私
た
ち
推
進
員
は
、
正
し
い

食
生
活
、
健
康
の
保
持
・
増
進
の

た
め
の
食
生
活
の
案
内
役
と
し
て

学
習
会
や
講
習
会
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
と

‘ 一
緒
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

本
年
度
も
栄
養
教
室
が
開
講
さ

「若葉の会」に新入会の食生活改善推進員の皆さん

れ
ま
す
。
ｊ
ｒ
に
興
味
を
お
持
ち

の
人
は
、
ぜ
ひ
受
講
を
お
勧
め
し

ま
す
。
あ
な
た
の
興
味
を
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
で
の
食
生
活
改
善
に
私
だ
ち

と
共
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
仲
間
と
の
交
流
も

大
き
な
収
穫
に

西
村
和
子
さ
ん

我
が
子
の
食
生
活
を
考
え
て
み

る
と
、
油
濃
い
の
も
の
や
外
食
な

ど
片
寄
っ
た
も
の
が
好
き
だ
っ
た

り
で
…
…
、
こ
の
こ
と
が
と
て
も

気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
食
生
活
を
変
え
る
こ
＆
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
主
人
の
勧
め

も
あ
っ
て
、
何
か
や
っ
て
み
よ
う

と
い
ろ
気
持
で
栄
養
教
室
の
受
講

生
に
応
募
1
善
し
た
。
受
講
す
る

中
で
、
市
内
の
広
い
地
域
の
方
々

と
友
だ
ち
に
な
る
こ
と
が
出
来
だ

の
が
大
き
な
収
穫
で
す
。

。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
推
進
員

制
度
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

’
地
域
の
中
で

考
え
合
う
機
会
を

田
中
徳
代
さ
ん

ふ
汪
食
生
活
の
豊
か
な
時
代
で

す
が
、
一
方
健
康
へ
の
不
安
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
私
の
育
っ
た
時

代
は
、
外
食
と
い
う
こ
と
も
無
く

氏名 住所 電話番号

山本田鶴江 木幡西中33ユニ宇治マンｙヨン4－20933－2102

杉本庸子 木幡南山80－213 32－2284

藤野久美子 木幡南山畑31－29 32－8612

松本恭仁子 木幡御蔵山39－569 32－5171

村田良子 木幡南山85－36 32－2274

西村和子 五ヶ庄広岡谷2－196 32一2892

林菊栄 五ヶ庄福角45－72 32－4103

中沢加代子 五ヶ庄雲雀島5－ｉ5 33－0208

富村英子 明星町3丁目12－16 23－2005

上垣勝子 菟道谷下り5－3 23－5202

植田みゆき 判台半白118－7 23－2233

後藤礼子 宇治蔭山55ユニチカ社宅631号 23－8991

大西さよ子 宇冶善法57 22－7680

遠崎洋子 琵琶台2丁目4－20 24－1389

西島和代 神明石塚33－25 22－2368

小林悦子 神明宮北65－8 24－0854

植山昿野 広野町尖山2－60 44－3945

梅田容子 広野町新成田100－88緑司マンション3号43－9574

下山喜美子 広野町小根尾129 22－5826

大塚玲子 南陵町ＩＴ目1－69．’ 23－1593

井上，慶子 南陵町5丁目4－32 23－0824
福田節子 横島町一ノ坪27－10 23－8329

浜田紀代 横島町中川原146－33 22－7051
高村政子 小倉町南浦110－35 24－0437

田中徳代 小倉町西山53－11 22－5522

西村久子 小倉町春日森55－25 20－1333

峯惇子 小倉町奥畑43－15 22－9699

藤井未子 伊勢田町北山30－26 22－2596

山田八重子 安田町大納言31－33 44－0595

山内真知子 大久保町平盛3ト1府営団地42棟113号 44－7079

す
べ
て
手
作
り
で

し
た
。私

は
料
理
が
好

き
で
、
以
前
通
信

教
育
で
栄
養
・
料

理
の
講
習
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
今

で
は
、
自
宅
で
パ

ン
の
手
作
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
家
庭
で
気

楽
に
集
ま
り
、
食

生
活
を
考
え
合
う

機
会
を
作
り
た
い

で
す
ね
。

昭和61年度栄養教室

食生活改善推進員「若葉の会」・

気
軽
吐
両
掛
け
鴬

健康づくりをアド

バイス
新たに30人が誕生

受講生を募集
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